
4. 手賀沼地区

現地調査委員会の開催状況 
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集合（我孫子駅 南口）　 10:00

移動（我孫子駅～手賀沼調節水門（北側駐車場)） （25分） 10:00 ～ 10:25

事業概要説明 （20分） 10:25 ～ 10:45

移動（手賀沼調節水門～手賀排水機場) （20分） 10:45 ～ 11:05

手賀排水機場着～現地調査 （50分） 11:05 ～ 11:55

昼食「弥生寿司」（徒歩にて移動、移動時間 2分）（60分） 11:55 ～ 12:55

１．開会 13:15

２．挨拶（利根川水系土地改良調査管理事務所  青山所長） （5分） 13:15 ～ 13:20

３．出席者紹介　　　　 （5分） 13:20 ～ 13:25

４．議事

　（１）説明 （45分） 13:25 ～ 14:10

　（２）質疑応答 （60分） 14:10 ～ 15:10

５．挨拶（農村振興部 設計課  親谷事業調整室長 ） （5分） 15:10 ～ 15:15

６．閉会　　　　 15:15

※我孫子駅～手賀排水機場の往復移動は、マイクロバス利用。

【 現  地  調  査 】

【 室  内  検  討 】

令和元年度 関東農政局管内国営事業総合技術支援

手賀沼地区　現地調査委員会

議　事　次　第

開催日時  ：令和 元年 10月 9日（水）
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農村振興部 設計課 事業調整室長

吉田
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 行
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英 農村振興部 設計課 設計審査係長

土地改良技術事務所

山内
やまうち

 勝彦
かつひこ

　 所長

小林
こばやし

  愛
あい

建設技術課 設計技術第1係

利根川水系土地改良調査管理事務所

青山
あおやま

 卓二
た く じ
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小林
こばやし

 信行
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お み
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計画課長

割田 謙吾
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計画課 技術評価係長

（一財）日本水土総合研究所

小倉
お ぐ ら

　健一郎
けんいちろう

主任研究員

山口
やまぐち

   　健
たけし

主任研究員

令和 元年度　関東農政局管内国営事業総合技術支援

手賀沼地区　現地調査委員会

出　　　席　　　者　　　名　　　簿
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開会 

  

青山所長挨拶 

  

事務連絡 

  

尾美計画課長 資料説明 

  

青山委員長 北千葉揚排水機場の場所と機能について教えてください。 

割田係長 北千葉揚排水機場は手賀排水機場から 1ｋｍ程度上流に位置しています。 

尾美計画課長 手賀沼の水位は手賀排水機場の川側のゲートで管理しています。平成 12

年に北千葉揚排水機場が建設され、それまでは手賀沼土地改良区がゲート

操作を行っていましたが、現在は北千葉揚排水機場で遠隔操作しています。 

北千葉揚排水機場は北千葉導水事業で建設され、主目的は江戸川に

40m3/sの用水を送るため、立軸うず巻き型 10m3/sのポンプ 5台のうち 4台

で 木下
きおろし

から江戸川に放流します。残りの 1台分は手賀沼の浄化用水目的で

あり、10m3/s となっています。30m3/s の斜流ポンプ 1 台はこの手賀沼の流

域開発に伴い利根川へ排水するために設置されました。これは北千葉揚排

水機場ができる昭和 59 年までの流域開発による排水量の増加分としての

30m3/s、それから上記の 50m3/sの用水を途中のバルブにより用排兼用とし、

併せて 80m3/sになります。 

本地区の 62m3/s は、北千葉揚排水機場建設後の流域開発分ということで

40m3/s から 22m3/s増量することになります。北千葉揚排水機場の対象は都

市排水であり、手賀排水機場が先行して排水を行い低平地の農地を守りま

す。最近は出水が早いため、手賀排水機場稼働後すぐに北千葉揚排水機場が

稼働しています。その後北千葉揚排水機場が先に止まり、手賀排水機場は農

地が湛水しなくなるまで稼働するイメージです。手賀沼の水位管理は手賀

排水機場で行っています。 

また現在、排水が間に合っていない状態であり、降雨前に予備排水を実施

しています。国交省と連携して実施しているので、国交省がアメダスデータ

を確認し、改良区と協議して自然排水を事前に行い手賀沼の水位を下げて

います。雨が降ると 1～3時間で水位が上がってしまうので農地が湛水しな

いように水位をいったん下げてポンプを起動させています。一方で、手賀沼

の水位を下げすぎると農業用水が不足してしまうため、できるだけ予備排

水を行わなくてもよいようにしたいと考えています。 

青山委員長 予備排水とはダムの事前放流のようなものですか。 

尾美計画課長 そうです。 

青山委員長 次に第 3 案について、土地改良区、印西市から意見があったとのことで
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すが、それは資料のどこかに記載はありますか。 

尾美計画課長 今回の説明資料には入っていませんが、別途各々から聞き取りを行って

おり、別途、説明資料として加えることは可能です。 

清原委員 工事の施工に際し作業ヤードが非常に狭いと感じます。例えば、施工計画

図の 2/7 に重機の配置が記載されていますが、これは杭を打設していると

きのもので、杭の打設後に掘削して構築する場合の実際の作業ヤードまで

検討はされているのでしょうか。この計画でボックスカルバートを構築す

るのは非常に難しいと思います。 

ヤードを確保する案としてタルバ池に構台を構築することになります

が、構築した構台へのアクセスが全くできないような図面になっています。 

次の 3/7の図面を見ると、矢板で締切り、締切内を排水して杭を打設し、

それから地盤改良といった施工計画になると思いますが、杭を打設する際

に掘削地盤に重機を降ろさなければならない状況になります。この場合、地

盤から 10ｍ程度低い位置に杭打機を降ろすために斜路を設置する場合、勾

配を考慮すると延長 100ｍ程度の斜路が必要となります。 

現場条件では斜路の延長が 20ｍ程度しか確保できないので、重機を自走

で降ろすのは困難だと思います。新設する排水機場の上に構台をつけて施

工することを検討しないといけないと思います。仮設設備・計画だけで非常

にお金がかかってしまうことになります。現計画位置以外に排水機場を建

設するとなると 60億ほど増額になると説明がありましたが、現案でも仮設

計画だけで何十億というお金がかかる状況だと感じており、もう少し詳細

な施工計画を立てるべきではと考えます。 

佐藤委員 施工計画図の 3/7 の右上に施工手順が書いてありますが、土留め設置後

に仮設盛土、基礎杭施工となっています。水を抜いて施工するのか、埋戻し

ということなのか、それによって大きく施工計画、方法が変わります。ま

た、仮設費用あるいは施工のしやすさの両方の側面で事前に検討が必要か

と思います。 

まだ基本設計の段階とのことなので、これからそういう観点で検討を進

めると良いと思います。 

清原委員 杭打設後に掘削して構築するときに、現在計画されている仮設ヤードで

はクレーンは届かないので、新設の排水機場上に作業構台を設置する、タル

バ池に桟橋を設置する検討が必要かと思います。ただ、タルバ池に桟橋を設

置する場合、桟橋へのアクセス道路がないので非常に難しく、お金のかかる

桟橋になるのではないかと考えます。 

尾美計画課長 現状の案では埋戻しを考えていますが、盤下げした後に機械が入らない

ので、作業構台を作らなければならないと考えています。ヤードの中、機場

の前のところもあるので、最小限の作業構台を検討したいと考えておりま

す。 
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仮設に関してですが、機場の建設位置はこの場所しかないので、それなり

の費用がかかったとしても止むを得ないと考えています。 

今の仮設計画は改良区さんの土地をあまり使わないようになっています

が、受電設備を最初から動かしておくとか、タルバ池の上に覆工板をかけて

県道の仮回し行うということも考えられると思います。 

清原委員 土地改良区の建物がある場所に新設の排水機場を作るという案はないの

ですか。 

尾美計画課長 それは 25ページの比較案の「緑」と「黄色」の案のうち「黄色の案」に

なります。排水の流れを回さなくてはいけない機場が背向かえになる案で

して、同じような費用がかかることになります。 

背向かえにしますと、吐き出し水槽が必要になり、吐出水槽と今の排水樋

管の離隔、可とう管との離隔が離れてしまいます。結局、吐き出し水槽の一

番離れた所に、貯水槽、吐出水槽を設置することになり、さらに可とう管が

必要になり、機場が下流側に動き実際には背向かいになってきます。今の機

場は古い機場で河川法の中で吐出水槽が不要な案ですので、この機場と排

水樋管の位置関係が可能となります。しかし、今の基準では、今の青い排水

樋管を使ったとしても吐出水槽を新たに設けなければならなりません。そ

うすると、第 3 案のように下流側に機場を設置することになり、相当のス

ペースを使うことになるため、現実的には難しい案となります。 

青山委員長 25 ページの図の「新設自然排水路構築時」と「吐水槽構築時」は事前排

水水路のうちの 1本しか使わないのですか。 

尾美計画課長 そうです。新設自然排水路構築は冬場しか工事ができません。そのあとの

夏になると左で作った自然排水樋管と両側から取ることになります。夏場

は左側も流れる、この左側と真ん中の案の真ん中の状態は、黄色の箱ができ

ていない状態になるので、両方から水が入ってきて 40m3/s 水が流れる。そ

して冬になって片側だけでも排水できる段階になったら、黄色い部分を施

工し、新しく作った自然排水樋管 40m3/s分が使われる。 

清原委員 現在の排水機場に近接して新設の排水機場を構築する際、現在の排水機

場に対しての影響は検討していますか。 

尾美計画課長 矢板の圧入、場所打ち杭といった施工がどのように影響するか、といった

検討まではできていません。 

古い機場を撤去し、新設機場の杭を打設しなければならないので、おそら

くオールケーシング工法で松杭などを撤去しなければならないと思ってい

ます。そういった検討はまだできていませんが、相当難易度の高い工事にな

ると思われます。 

清原委員 矢板や杭を施工する際、現在の排水機場の基礎である松杭などへの影響

が懸念されます。現在の排水機場が傾くなどにより排水勾配が確保できな

いなどの影響があるのではないかと思います。 
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佐藤委員 場所打ち杭とか PHC杭といった検討はしていますか。 

尾美計画課長 まだ実施していません。既設杭の中にオーガーを入れてセメントミルク

を入れながら施工する方法も考えられると思います。 

ただ、追加ボーリングを実施し、地層の傾きを調べる必要があると考えて

います。 

青山委員長 地質調査平面図と地質推定断面図の関係が不明確な点があります。ボー

リングの位置関係も含めて正しく示すようにしてください。 

割田係長 対応いたします。 

佐藤委員 地質断面図において、濃いブルーで N 値が 5～10 くらいの若干 N 値が高

めの「Dｃ2層」と、公民館側に分布している N値 0の自沈するような「Ac2

層」が分布しており、No2付近から厚くなるような地層分布になっています。

追加ボーリングの検討をされるならここが旧河道となっているので、ここ

にももう一か所くらい追加で実施すると全体的に地質を把握できるのでは

と思います。 

尾美計画課長 予算が確保できた段階で必ずボーリング調査を実施したいと思います。 

青山所長 排水機場のレイアウトの検討状況を見ながら、一番必要な場所にボーリ

ングを実施したいと思います。 

青山委員長 液状化について漠然とした説明だったので、数値で示すようにしていた

だきたい。 

尾美計画課長 申し送り事項として追加させていただきます。 

佐藤委員 No1の一番上の「貝殻混じり砂層」が N値 4ぐらいですけど、底版がこれ

よりも低いとなると、シルトが分布するので液状化のリスクが下がる可能

性はあります。 

尾美計画課長 現在の計画ではご指摘の砂層の部分は取る予定ですが、ボーリングの数

も足りなく、液状化の検討もまだなので今後の申し送り事項とさせていた

だきます。 

小山内委員 17ページの図について。右側にはφ2,600㎜のポンプを 2台、左側の 2台

はφ2,200㎜の 11m3/s を 2台、計 22m3/s据え付けています。こういう場合、

比較検討することによりφ2,000㎜になったり、据え幅 6,000㎜が 5,500㎜

になったりすることがありますので、運転時間と設備表を比較し、経済比較

をしたらよいのではないかと思います。 

16 ページにおいて 2 期工事の 22m3/s と 11m3/s ポンプ 2 台が集合管にな

ってもう一つの吐き出し水槽になっています。まずは 20m3/s20m3/sの40m3/s

ポンプを作って、その横に 11m3/s ポンプを作り、何とか施工方法を考えて

集合管にしないで、下の絵と同じようにそれぞれ吐き出し水槽にする案を

考えていただきたい。ポンプサイズとしては、最初の 20m3/s ポンプも高流

速のポンプ、それから 11m3/s のポンプも高流速のポンプでやると今よりも

1ｍくらいは水路幅が低くなるので、集合管方式よりはそれぞれ出す方が一
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般的な排水機場だと思います。そうすると、100年後に第 2の排水機場側の

方に全部移すこともできます。 

しかも冬場は 7m3/s くらいの水を流すだけで、ポンプの運転は年間 14 日

間程度なので、施工方法の工夫で考えられないかと思います。 

青山委員長 2種類のポンプで値段が違いますか。 

小山内委員 そのとおりです。効率を下げてものを小さくする、土木構造物も小さく、

ポンプの吐出孔径も小さく、ポンプの効率は落ちるが、運転時間が長い常時

排水ポンプだと効率の問題で電気料金がかさむことになります。今回の場

合、運転時間が短いので電気料金はかさまないと思うのですが、比較検討し

てどちらを使うか検討した方がよいと思います。 

小山内委員 現段階では大きな除塵機は作ることができるので、ぜひとも作っていた

だきたいと思います。ただし、除塵機は 1～2年すると 92～93ｄＢの騒音を

発生するようになります。対策として、レールとチェーンのところを稼働前

に撒水し騒音を低減する方法があります。 

尾美計画課長 当該地は第 1 種住宅地に該当し、敷地境界で 55ｄＢです。そういうこと

も踏まえ、散水対応を検討いたします。また最寄りの民家で 55ｄＢが満足

できないようであれば防音壁のようなものも検討したいと思います。 

吐出水槽の配管の件については、今後ご相談いただき、改良区さんが要望

されている、吐出水槽が 1 つになる案を検討させていただきたいと思いま

す。 

清原委員 土木に関連したライフサイクルコストを考慮した設計は考えています

か。 

尾美計画課長 機械、土木ともにライフサイクルコストを基本としながら検討しており、

地元負担も過大にならないように考えています。また騒音振動対策も含め

て工事の発注方式、設計の発注方式やデザインビルトなども検討していか

ないといけないと考えています。 

佐藤委員 工事用車両の進入路について。通常だったら川側から入って南側に抜け

ることができればスムーズですが、付近は住宅地になっています。実際そう

いうことが可能なのかという観点で検討いただきたい。住民説明に際し、交

通への影響等事前の検討をしていただきたい。 

尾美計画課長 18 ページの斜線部の北側は基本的に官有地です。また印西市の方では道

路の拡幅計画があるということで、予め拡幅した条件で進入路を作るとい

った案が考えられます。今後、官有地も併せた拡幅計画ができればよいかと

考えています。 

親谷事業調整室長 挨拶 

 

閉会 
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4.4 検討結果の整理 
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令和元年度 関東農政局管内国営事業総合技術支援業務 

手賀沼地区 現地調査委員会 助言対応方針 

 

№ 助言事項等 対応方針（案） 備 考 

１ 可変翼ポンプの選定について、土木構造

物の規模、ポンプ効率、運転時間による

電気料金、メンテナンス費用も考慮して

比較検討すること。 

・検討する。  

２ 自然排水路のボックスカルバート施工時

における作業ヤードの面積について、狭

小であることから作業構台や桟橋設置を

含め再検討すること。鋼管矢板間の掘削

作業等における重機搬入方法について

も検討すること。 

・作業ヤード、作業構台の位置、規模

等について再検討を行う。桟橋設置

について、タルバ池に覆工板をかけ

る市道の仮回しの検討を行う。 

 

３ 新設機場の隣接施工による現機場、特に

基礎部分、への影響について検討するこ

と。液状化の判定について、具体的な数

字を用いて示すこと。 

・鋼管矢板土留め施工の影響は現時

点では未検討である。地質調査を

実施し、その結果も踏まえて検討を

行う。 

・上記追加地質調査に併せて、液状

化等の検討を行う。 

 

４ 集合管で吐出水槽に接続しているが、施

工方法を検討し、単独で吐水槽に接続

することを検討すること。 

・吐出水槽が 1 つになる案も検討。  

５ 除塵機の騒音対策について、90dB 程度

の騒音の発生が予期されるため、検討す

ること。なお、稼働前のレール及びチェー

ン箇所に撒水することも効果がある。 

・騒音対策としては、敷地境界 55 ㏈

であるため、提案の撒水対応を検討

する。撒水対応で不十分であれば、

防音壁等の検討を行う。 

 

６ 工事用車両の進入路について、地域住

民の交通への影響等を検討すること。 

・市道の拡幅計画があるため、予め拡

幅した条件上での進入路案を検討

する。 
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4.5 現地調査委員会資料 
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